
                          小諸市自治基本条例を考える市民討議会 

                                   副座長 大林 晃美 

   協 働 の ま ち づ く り に む け て 

 

第７回討議会内容（１１月） 

 

 ＊グループ討議 

                          

のグループに分かれて討議します。 

 

 ＊目的 

  「まちづくりの主体として 自分たちにできることは何か、考えよう」 

 ＊内容 

  グループ討議 

１．今までの討議会で出された課題等を踏まえ、グループ内で、協働の実現に向けてそれぞれ

の立場からの問題点を明らかにしましょう。 

   

 

 

 

 

                              なぜ できなかったのか 

  ２．出された問題点から、解決策を考えます。（できるだけ具体的に） 

 

 

 

                     ※違う立場からも考えてみてください。 

                      例えば、高齢者は？高校生は？子どもたちは？ 

 

全体討議 

  ３．発表  ～共有しましょう～ 

  ４．意見交換 

   出された問題点を共有し、解決策について整理しながら ざっくばらんに意見交換を 

しましょう。 

区長 

グループ 

区長 事業者 市民活動団体 市民 

 

議員 市職員 

高齢化が進み、役員の

なり手がいない・・・ 

 

区の活動に無関心な

世帯が増えた 

 

知らなかった 
 

まちづくりのワークショップや懇談会

に参加したことがない 市民 

グループ 

 

 

 

 

 

こんな仕組みがほしい 

こんな支援があれば 

⇒それは誰がやるの？ 

自分たちにできることは

何だろう？ 

 
そのために必要な

ことは？ 

  



 

 

 

 

第８回討議会内容（１２月） 

  

＊前回と同様のグループで討議します。 

 

 ＊目的 

  「協働の実現に向けて 自分たちの出来ることを具体的にしよう！」 

 ＊内容 

  グループ討議 

 １．前回出された全体の解決策から、自分の立場でやるべきこと、関わりたいこと、できるこ

とを抽出し、どうすれば実現するのか考えます。   

         

 

 

 

 

２．今考えられる限り方策を具体的にして、優先順位をつけます。 

 

 

 

 

 

   

 

 

全体討議 

  ３．発表 ～共有しましょう～ 

４．各グループから出された意見を、討議会としてまとめます。 

 

『ひとりひとりが課題を自分の問題として捉え、市の中での役割を明らかにすることで、自治基本

条例の中核にある「参加と協働」のまちづくりの実現にむけて、「討議会からの提言」の土台とする。』 

これは、私たちの役割 
お手伝いなら 

できるかも 

こ れ は  ぜ ひ    

関わらせてほしい！   
 

自分たちなら こういう方法

で実現できる! 

そのためには、これが必要！ 

こんな仕組みを、A と B

と C で作ったらどうか？ 

D の方を先に整えないと、

E ができない 

これはすぐにできそう！ 

さっそく始めよう! 

 

  

 


